



































































































　1999 年に中日韓三カ国は ASEAN 主導のもとで協力関係を結び、その後、協力の分野
が少しずつ拡大し発展してきた。その成立から 10 年あまり経ったが、この間、この協力
関係は三カ国に多大な経済的利益をもたらしたのみならず、三カ国の間に存在していた葛
藤を緩和させる役割も果たし、東北アジアさらには東アジアの地域協力を促進する要因の
一つとなっている。もちろん、現在の中日韓三カ国の協力関係はまだまだ強化する余地が
あり、その協力関係の枠組みも制度化や組織化などの面から見直さなければならない点が
多くある。東北アジア地域における三カ国の中心的地位とその経済的実力を考えると、三
カ国の協力関係のさらなる発展は将来、東北アジア地域さらには東アジア地域の国々の協
力関係の成立を促していくだろう。その先には、東アジア共同体のビジョンが実現される
と思われる。
（２）東北アジア地域の集合的アイデンティティと協力秩序――未来のビジョン
　中日韓三カ国の緊密な協力関係から、21 世紀初頭の東北アジア地域の政治を取り巻く
大きな変化が起こったことがわかる。これらの変化は、近代化および市場経済、民主政治、
市民社会、個人の価値の認知と追求を含む。またそれに加えて、共通の利益やそのための
枠組みの制度化が東北アジア各国の協力関係の発展のために主導的な要素となるとの認識
が各国の間で広まった。これらのことは、東北アジア地域の集合的アイデンティティを醸
成するうえで重要な機会を提供した。地域としてのアイデンティティと協力秩序の構築は、
今後の東北アジア地域の国際関係が進む方向であり、またその特徴ともなるだろう。
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